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安全上のご注意

取り扱いを誤った場合、死亡または重傷を負う
可能性が想定される内容です。！ 警告 取り扱いを誤った場合、傷害を負う、または物

的損害が発生することが想定される内容です。！ 注意

！ 警 告

お使いになる人や他の人への危害、財産への損害を未然に防止するため、必ずお守りいただくことを

説明しています。

お使いになる前にこの取扱説明書をよくお読みになり十分に理解してください。

・火災、感電、怪我などの事故を未然に防ぐために、「安全上のご注意」を必ず守ってください。

・ご使用前に、この「安全上のご注意」全てをよくお読みのうえ、正しく使用してください。

・お読みになった後は、お使いになる方がいつでも見られるところに必ず保管してください。

・他の人に貸しだす場合は、いっしょに取扱説明書もお渡しください。

●表示の説明

●お守りいただく内容を、次の区分で説明しています。

必ずお守りください

改造や分解をしない。修理技術者以外
の人は分解したり、修理をしない。
火災・感電・怪我の原因。
故障の際は弊社サポートまでご相談ください。

!
製品に異常が発生したまま使用を続けると、発煙・発火・
感電・漏電・ショート・怪我などの原因。
・電源コードや電源プラグがふくれるなど、変形、 
　変色、損傷している
・電源コードの一部や電源プラグがいつもより熱い
・電源コードを動かすと通電したりしなかったりする
・本体がいつもと違って異常に熱くなったり、焦げ臭
いにおいがする
・本体が動作しない　など
上記のような場合は、すぐに使用を中止し、電源プラ
グをコンセントから抜いて、お買い上げの販売店また
はサポートセンターまでご連絡ください。

製品に異常が発生した場合は、すぐに使
用を中止する。

火災・感電・故障の原因。

子供だけで使わせたり、幼児の手の届
くところで使わない。

ガラスサーバーの底部や電源プレートを
水につけたり、水に濡らしたりしない。
ショート・感電・故障の原因。

電源コードを傷つけたり、破損させたり、加工
したり、無理に曲げたり、引っ張ったり、ねじっ
たり、束ねて使用しないでください。また重い
物を載せて使用しないでください。

電源コードが破損し、火災・感電の原因。

感電・発火・故障の原因。

電源プラグは根本まで確実に差し込む。

感電・発火・故障の原因。

お手入れの際は必ず電源プラグをコンセ
ントから抜いておこなう。 感電・ショート・発火の原因。

破損・火災の原因。

ヒビ、欠け、強いすり傷が入ったもの
は絶対に使用しないでください。

感電・ショート・発火の原因。

電源プラグ・電源プレート接続部（金
属部）にピンなどの金属片、ゴミなど
を付着させない。

電源コードが傷んでいたり、コンセント
の差し込みが緩いときは使用しない。

故障の原因。

空だきをしない。空のガラスサーバーを
絶対にのせない。

電源プラグの刃および刃の取り付け面に
付着したほこりはふき取る。!
火災・感電の原因。

禁止（してはいけない内容）
を示します。

強制（実行しなくてはならない内容）
を示します。!

ぬれた手で、電源プラグの抜き差しをし
ない。
感電のおそれ。

安全上のご注意
！ 注意

必ずお守りください

! ガラスは割れ物です。注意して取り扱ってください。

洗浄時、ご使用時は丁寧に取り扱う。

! 高温に触れると火傷の原因。

お手入れは本体が冷えてからおこなう。

火傷の原因。

使用中や使用直後はヒーター、本体、
ガラスサーバーに手を触れない。

感電・発火・故障の原因。

使用時以外は電源プラグをコンセント
から抜く。

感電・ショート・発火の原因。

電源プラグを抜くときは必ず先端の電源
プラグを持って引き抜く。

破損・火傷・怪我の原因。設置場所が焦げたり火災の原因。

不安定な場所、熱に弱いテーブルクロ
スなどの上では使用しない。

破損・火傷の原因。

コーヒーの抽出中に本体を移動しない。

故障・火傷の原因。

コーヒーの抽出以外に使用しない。

ガラスサーバーをオーブン、電子レンジ
で加熱しない。

汚損・火傷の原因。

ガラスサーバーに水・湯以外のものをい
れない。

変形・故障の原因。

気温が氷点下になる場所や熱源の近くに
設置しない。

お湯が吹きこぼれて感電・火傷・怪我の原因。

ガラスサーバーの目盛3以上に水をい
れない。

火傷・怪我・破損の原因。

ガラス割れ防止のため次のような使用は
しない。
・局部的に熱を加えない。
・直火をあてない。
・強い衝撃を与えない。
・急激に冷やさない。
・傷をつけない。

火傷の原因。

使用中や使用直後は蒸気に手をふれたり
かざしたり顔を近づけない。

必ずガラスロートにろ過器をつけてから
ガラスサーバーにセットする。!
噴き出す原因。

熱湯に注意する。
! 火傷・怪我の原因。

洗浄する場合に金属たわしやクレンザー
のようなガラスに傷がつくものを使用し
ない。
破損の原因。

壁や家具の近くで使わない。
蒸気や熱で壁や家具を傷め、変形・変色の原因。

専用の電源プレート以外は使わない。
火災の原因。

電源プレートは他の機器に使用しない。
火災の原因。
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内容品・各部名称

設置前に内容品がそろっているかご確認ください。

3

2

フタ /ロート立て

ガラスロート

ガラスサーバー

電源プレート

持ち手

ヒーター
温度センサー

電源
コネクタ

電源プラグ

電源ボタン

ディスプレイ

加熱ボタン 再加熱ボタン

再加熱ランプ

攪拌（かくはん）ボタン

ろ過器

操作部

計量スプーン

ろ過布

目盛

操作部

ろ過布
取付金具

バネ

クサリ

フック

ろ過布はお使いになる前に必ず
煮沸してください。

別途攪拌用に竹べら（もしくはスプーン）を
ご用意ください。

ガラスロートの準備

ろ過布をろ過布取付金具に被せます。
ろ過布のヒモをしっかりと締め、金具から外れない
か確認してください。
あまったヒモは中に収めてください。
※ヒモをしっかり結んでしまうと、取り外すのが大
変になる場合があります。ご注意ください。

ガラスロートにろ過器を取り付けます。クサ
リの方からロートのパイプに通します。
クサリを引っ張り、フックをロートパイプに
引っかけて固定します。

ろ過器がガラスロートの中心にきているか確
認してください。ずれている場合は、竹べら
などで位置を修正してください。

フタを裏返すとロート立てになります。
ロート立てにガラスロートを立てます。

ガラスロートにコーヒー粉を付属の計量スプーンで入れます。

1

2

3

4

金具に被せて
ヒモを締める

クサリを
ひっぱる

フックを
ロートに
引っかける

パイプ

3

2

4杯 ( 約 24g)

3 杯 ( 約 18g)

530ml

360ml

450ml
3 カップ分

300ml
2 カップ分

計量スプーンの量
（すりきり）目盛 使用水量 できあがり量

カップ数

・1カップ分は抽出できません。・計量スプーンすりきり1杯は約 6gになります。
・粉の量はお好みに合わせて調整してください。・コーヒーの種類やひき具合によりできあがり量は変わります。
・目盛はあくまで目安になります。上記の使用水量は目盛りよりやや下に位置します。

1カップ約150ml とした場合

ご
注
意
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使い方

ガラスサーバーにカップ数の目盛を参考に水または
お湯をいれます。

電源プレートのケーブルの位置を確認した上で、
電源プレートにガラスサーバーをセットします。

電気プラグをコンセントに接続します。

電源ボタンを押すとディスプレイに【000】
と表示されます。（スタンバイモード）

3 カップより多くの水またはお湯をいれな

いでください。沸き上がったときにお湯が

あふれる場合があります。

！

2 カップより少ないとコーヒーがうまく抽

出できません。！

1

2

3

4

3

2

3

2

目盛

3

2

ケーブル

凹みにケーブルを
はめ込む

電源ボタン

ディスプレイ

使い方

加熱ボタンを押すと、サーバーの温度があがってい
きます。
※サーバーをセットしないと加熱ボタン・攪拌ボタ
ンは操作できません。

ガラスサーバーにガラスロートをのせます。
斜めに傾けた状態でのせてください。
温度が上がりきるまで密閉しないでください。

温度が90℃になるとピーピーピーと音がなり
つづけます。
※この後攪拌ボタンを押すと音は止まります。
※電源ボタンを押すと、電源オフになり音が止
まります。

サーバーに触れると火傷するおそれがありますのでご注意ください。！

警告音がなった後、絶対にそのまま放置しないでください。

必ず攪拌ボタンを押すか、電源オフにしてください。

放置した場合、警告音が継続してなり続け、100℃以上になり5 分ほどすると

自動的に電源はオフになりますが、温度センサーが誤作動を起こすようになる

などの故障が起こる可能性があります。（P.11 空だきについて参照）

5

6

8

現在の水の温度

加熱ボタン

お湯が沸いてきたらガラスロートをセットします。
目安：ろ過器の先のクサリから小さな気泡が出始める
ぐらい（約65～70℃程度）
サーバーの持ち手をつかみ、ガラスロートをまっすぐ
にして上から押さえます。

ポイント：
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使い方

サーバーのお湯がガラスロートにあがってきますの
で、攪拌ボタンを押します。

カウントダウン後に再びピーピーピーと音がなった
後、電源は自動でオフになります。

※攪拌ボタンを押すとピーピーピー音が消えます。

竹べら（別途ご用意ください）で浮いたコーヒー
の粉を上からおさえるようにしてほぐしていき、
粉が全体的にお湯にひたるようにします。
その後竹べらをぐるぐると回し、コーヒーを抽出
します。

9

10

ある程度時間が経つと、ロートからガラスサーバーに
コーヒーが落ちていきますので、ガラスサーバーの持
ち手を持ちながらガラスロートをゆっくりと外してく
ださい。
外したガラスロートはロート立てに戻しておきます。

11

攪拌ボタン

攪拌時間について：
攪拌ボタンを押すと、カウントダウンタイマーを
セットできます。ボタンを押すごとに
60/80/100/120/140/160/180秒
と変更できます。

ガラスロートのパイプより下にあ
るお湯は上がりません。サーバー
に残ります。

抽出時間の目安としては、60秒がオススメです。
長すぎると苦味やエグみが出る原因になりますが、
お好みに合わせて設定してください。

ガラスロートを取り外す時にガラスロートが抜けない場合があります。抽出直後は
ガラスサーバー内の圧力があがるためです。その場合は無理矢理抜くことはせず、
ガラスロートを少し傾けるなどして、ガラスサーバー内に空気を入れることにより
外せるようになります。

使い方

再加熱について

ガラスサーバーを電源プレートから外し、コーヒー
カップにコーヒーを注いでください。

本製品には再加熱機能が搭載されています。
抽出後冷めてしまったコーヒーを温めるのに使用してください。

コーヒーが入ったサーバーを電源プレートにセッ
トした状態で電源ボタンを押すと、スタンバイモー
ドになります。

12

電源プラグをコンセントから抜きます。13

電源プレートがオフになっているか、必ず確認して
ください。またお手入れは冷めた状態で行ってくだ
さい。

14

1

再加熱ボタンを押します。再加熱ランプが青に点
灯し、ディスプレイに現在の温度が表示されます。
※サーバー内のコーヒーの温度が90℃以上の場
合、再加熱ボタンを押してもピーピーピーと音が
なり、稼働しません。

2

現在の温度が90℃を超えると、ピーピーピーと警
告音がなって電源がオフになります。

3

3

2

現在の温度

再加熱ボタン電源ボタン

再加熱ランプ
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お手入れ・保管

ろ過布を取付金具から外してよく水洗いしてください。フ
タ付きの容器にろ過布を水と一緒に入れて冷蔵庫で保管し
ます。
取付金具は柔らかいスポンジなどを使い中性洗剤で洗った
後しっかりと乾燥させてください。
※ろ過布は洗剤で洗わないでください。

コーヒー粉を取り除いた後、柔らかいスポンジと中性洗剤
で洗ってください。
しっかりと乾燥させてください。
※金属製たわしや磨き粉などを使用しないでください。

3

2

ろ過器

ガラスロート

なるべく電源プレートの接続部をぬらさないように、中を
水で洗い流してください。
外側が濡れてしまった場合は、乾いた布でふき取り、しっ
かり乾燥させてください。

ガラスサーバー

乾いた布でやさしく拭いてください。
汚れが目立つ場合は、固く絞った布で汚れた部分を吹いてく
ださい。
絶対に丸洗いしないでください。

電源プレート裏面には、電源コードをを巻き付ける凹みがあ
ります。収納の際にご使用ください。

電源プレートの表面はガラス製です。衝撃を与えると割れる
可能性がありますので、ご注意ください。

電源プレート

ガラスサーバー底面の接続部は濡らさないでください。

接続部

ガラスは割れやすい素材です。保管

時に上に物をのせたり不安定な場所

に置かないでください。

！

電源プレート裏面

空だきについて

ガラスサーバーに水を入れない状態で加熱すると、通常の加熱と同様に90℃になると警告音
がなり続け、100℃以上になり5分ほどすると自動的に電源がオフになります。
その際ガラスサーバー内部の温度センサーが誤作動を起こし、正確に水温を測ることができな
くなる可能性があります。
温度センサーが正確に温度を表示しない場合、一度電源をきり、電源プラグも抜いてガラスサー
バーを冷やしてください。
それでも直らない場合は、サーバーに水をいれてしばらく放置してから、再度電源を入れて正
常に温度センサーが動いているか確認してください。

消耗品について

ろ過布・ろ過器・ガラスサーバー・ガラスロートは消耗品です。
交換品につきましては、弊社ウェブサイトでお買い求めください。

〇ろ過布…目詰まりでろ過が遅くなった。汚れが激しい場合。
〇ろ過器…変形したり破損した場合。
〇ガラスサーバー /ガラスロート…破損・欠損した場合。

◆交換目安について

絶対に空だきを行わないでください。！
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故障かなと思ったら

症状 考えられる原因 処置

電源が入らない 電源プラグがコンセントに差し込
まれていない。

電源プラグをコンセントに差し込んでくだ
さい。

サーバーが電源プレートに正しく
セットされていない。

サーバーを正しくセットしてください。

ロートがサーバーにしっかりと
セットされていない。

ロートをサーバーにしっかりとセットして
ください。

使用中に異常が生じた場合は、修理を依頼される前に本説明書をよくお読みのうえ、以下の点を
確認してください。

加熱ボタンが押せない

ガラスロートにお湯が
上がらない

水温が低いときにロートをサー
バーにセットした。

お湯が沸騰してきてからロートをサーバー
にしっかりとセットしてください。

沸騰前にお湯がロート
に上がる

ろ過布が目詰まりしている。 ろ過布を交換してください。サーバーに抽出した
コーヒーが落ちない

前回長時間加熱のまま放置した。
空だきをしてしまった。

電源を切り、本体を冷やしてください。そ
れでも改善しない場合は、サーバーに水を
入れてしばらく置いたあと電源を入れてく
ださい。

温度が上がらない。

お湯の温度が90℃以上になると
警告音がなり、他のボタンを押さ
ない限り音は止まりません。

攪拌ボタン、もしくは電源ボタンを押して
電源をオフにしてください。

警告音が止まらない

サポートのご案内

不具合品のご送付先

ご送付いただくだけでは対応ができない為、必ず空メールをお送りいただき、内容をご確認の上ご送付
ください。

〒275-0024　千葉県習志野市茜浜 2-3-1  
EL 内 サンコーサポート宛
TEL 03-3526-4328

（月～金 10:00 ～ 12:00 13:00 ～ 18:00  土日祝日を除く）

お問合せメールアドレス :support@thanko.jp

チバケン      ナラシノシ      アカネハマ

お問い合わせ・修理をご希望をされる場合
support@thanko.jpに空メールをお送りください。自動返信でご案内いたします。

※自動返信が来ない場合
送信前に「@thanko.jp」のメールが受信できるよう設定の上ご送付ください。

QR コードを読み取り、 空メールを送信できます。
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仕様
サイズ

重量

定格電圧

定格周波数

定格消費電力

種類

最大使用水量

保温機能

ケーブル長

付属品

保証期間

幅 150× 高さ 340× 奥行 185(mm) 

1340g

100V

50/60Hz

500W

サイフォン式

530ml

なし

126cm（電源プラグ含む）

本体（ガラスサーバー、ガラスロート、電源プレート）、フタ、

ろ過器、計量スプーン、日本語説明書

12 カ月

品名

使用区分

耐熱温度差

耐熱ガラス製器具

コーヒーメーカー用

150℃

※内容品に記載している以外の物は付属しません。

※異常を感じたらただちにご使用をやめ、弊社カスタマーサポートまでご連絡ください。

※ご使用中においてのお客様の過失による故障、破損、改造等はサポート保証の対象外となり

ます。

※正しく使用されない場合に生じた事故等について弊社での責任は負いかねます。

※製品仕様は改善のため予告なく変更する場合があり、そのため説明書記載の内容と異なる場

合があります。

◆ガラスサーバー・ガラスロート
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仕様
サイズ

重量

定格電圧

定格周波数

定格消費電力

種類

最大使用水量

保温機能

ケーブル長

付属品

保証期間

幅 150× 高さ 340× 奥行 185(mm) 

1340g

100V

50/60Hz

500W

サイフォン式

530ml

なし

126cm（電源プラグ含む）

本体（ガラスサーバー、ガラスロート、電源プレート）、フタ、

ろ過器、計量スプーン、日本語説明書

12 カ月

品名

使用区分

耐熱温度差

耐熱ガラス製器具

コーヒーメーカー用

150℃

※内容品に記載している以外の物は付属しません。

※異常を感じたらただちにご使用をやめ、弊社カスタマーサポートまでご連絡ください。

※ご使用中においてのお客様の過失による故障、破損、改造等はサポート保証の対象外となり

ます。

※正しく使用されない場合に生じた事故等について弊社での責任は負いかねます。

※製品仕様は改善のため予告なく変更する場合があり、そのため説明書記載の内容と異なる場

合があります。

◆ガラスサーバー・ガラスロート
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